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News Release 

大阪科学・大学記者クラブ 御中                                    2023年 10月 23日 
 

ヒト iPS細胞を用い、育毛研究へ新たなアプローチ 

～トウキ根エキスとモウソウチクたけのこ皮エキスが毛髪伸長効果を有することを確認～ 
 
 美容室向けヘアケア・化粧品メーカーの株式会社ミルボン(本社：東京都中央区 代表取締役社長・佐藤龍二)は、
育毛成分の探索のため、ヒト iPS細胞*1を活用し、毛髪関連遺伝子の発現上昇を指標とした育毛研究を行い、効果成
分を見出しました。さらにこの成分は、大阪公立大学（大阪府 学長・辰巳砂昌弘）とミルボンの共同研究部門である
『薬物生理動態共同研究部門＊2 （特任教授・小澤俊幸）』において、ヒト毛包組織にて毛髪の伸長を促進させること
を確認しました。本研究の成果について、2023 年 9 月 4 日～9 月 7 日にスペイン・バルセロナで開催された｢第 33 回
国際化粧品技術者会連盟（IFSCC*3）バルセロナ大会 2023｣にて発表を行いました。本発表は口頭発表応用部門
におけるトップ 10 に選出されました。 
 
【外部発表】 
発表学会： 第 33回国際化粧品技術者会連盟（IFSCC）バルセロナ大会 2023 
発表タイトル：Establishment of a novel and highly effective hair growth theory fulfilled by hair follicle 
stem cells 
発表者：株式会社ミルボン 開発本部 菊地 哲宏 
 
【研究背景】 
毛髪は頭部の保護などの機能を有するだけでなく、外見にも大きな影響を与えます。そのため抜け毛や細毛に悩む人も

多く、育毛研究が広く行われています。毛髪は、毛根部において髪のもととなる毛母細胞が分裂・増殖することで徐々に伸
長します。そのため、これまでにも毛母細胞を活性化させる、あるいは毛母細胞へ栄養を届けるための血流を改善する、な
どの着眼で育毛研究が行われてきました(図 1-A)。 
一方で加齢による変化として、毛母細胞自体が生まれにくくなり、抜け毛や細毛化が進行することも報告されています。

毛母細胞は毛包幹細胞＊4が分化(特定の機能を持つ細胞に変化)することで生まれます。そのため、毛包幹細胞から毛
母細胞への分化を促進する成分を発見できれば、これまでとは異なる新たなメカニズムでの育毛効果が期待できます(図
1-B)。しかし、毛包幹細胞は取り扱いが難しく、そのものを用いた育毛研究は困難でした。そこで今回、毛包幹細胞と同
じく幹細胞＊5の一種であり、近年になって再生医療の分野で研究が進められている“ヒト iPS細胞”を活用し、毛髪形成
に関する遺伝子の発現量を指標とした育毛成分の探索に挑戦しました。 

図 1 育毛研究のアプローチのイメージ 
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【研究の成果】 
１．ヒト iPS細胞を活用し、毛髪形成に関する遺伝子の発現を上昇させる 2種の植物エキスを選定 
毛包幹細胞から毛母細胞への分化促進効果が期待できる成分を選定するために、特定の刺激により遺伝子が発現し、

分化してさまざまな細胞になりうるヒト iPS 細胞を活用しました(図 2-A)。ヒト iPS 細胞に複数の植物エキスをそれぞれ添
加し、その後の遺伝子の発現量を確認しました。この手法により、毛髪形成に関する遺伝子（KRT31）の発現量を上
昇させる 2種の植物エキスを選定しました(図 2-B)。 

 
２．ヒト iPS細胞を用いて選定した 2種の植物エキスが、実際に毛髪に対する伸長効果を有することを確認 
トウキ根エキス、モウソウチクたけのこ皮エキスの実際の育毛効果を確認するため、大阪公立大学との共同研究部門

『薬物生理動態共同研究部門』において、手術後の余剰頭皮から単離・器官培養＊6 した毛根部の組織を用いた検証
を行いました。その結果、トウキ根エキス、モウソウチクたけのこ皮エキスは毛髪を伸長させることがわかりました(図 3）。この
結果より、ヒト iPS細胞を活用した育毛成分選定手法の信頼性が確認されました。 
本研究は倫理審査委員会*7 の承認を得て行いました（大阪公立大学医学研究等倫理審査委員会承認番号

2020-032）。また、倫理審査委員会で承認された同意書に基づき、インフォームド・コンセント*8 を得て試験を行いまし
た。 

 
 
 

 

 
 

 

 
図 3 トウキ根エキスとモウソウチクたけのこ皮エキスの毛髪伸長効果検証結果 

図 2 ヒト iPS細胞を活用した、毛髪形成に関する遺伝子（KRT31）発現量を上昇させる成分の選定 
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3．トウキ根エキスとモウソウチクたけのこ皮エキス配合の頭皮用美容液を用い、連用使用での効果を確認  
トウキ根エキス、モウソウチクたけのこ皮エキスを配合した頭皮用美容液を毎日使用して頭皮ケアを行った結果、細毛の

改善や、抜け毛の減少効果が確認できています（図 4）。さらに、分け目が目立たなくなった実効例、生え際の産毛の増
加がみられた実効例も確認されました（図 5）。 
本研究は倫理審査委員会の承認を得て行いました（ブレインケアクリニック倫理審査委員会承認番号

BCC230427-2）。また、倫理審査委員会で承認された同意書に基づき、インフォームド・コンセントを得て試験を行いま
した。 

 
図 4 トウキ根エキスとモウソウチクたけのこ皮エキスを配合した頭皮用美容液の連用効果 

 

 

 
図 5 トウキ根エキス、モウソウチクたけのこ皮エキスを配合した頭皮用美容液の連用で効果があった被験者の例 

 
【今後の展望】 
育毛作用メカニズムのさらなる解明、および高機能頭皮ケア製品の開発を目指し、研究を進めてまいります。
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《用語解説》  
＊1 ヒト iPS細胞（induced Pluripotent Stem cell：人工多能性幹細胞） 
ヒトの細胞に特定の遺伝子を導入することで、人工的に多能性（あらゆる種類の細胞に変化する能力）と自己複製能
（無限に増殖する能力）を付与した細胞。 
 
＊2 薬物生理動態共同研究部門 
2022 年 7 月 1 日に、株式会社ミルボンと大阪公立大学が共同で設立した研究部門。頭皮や皮膚に関連するメカニズ
ム解明や有効性研究に取り組み、髪や頭皮、肌に悩みのある方の QOLの向上に繋げられるような社会貢献性の高い研
究活動を進めることを目的としている。 
ミルボン、大阪公立大学と共同研究部門『薬物生理動態共同研究部門』を開設～毛髪・頭皮・皮膚の基礎基盤研究
強化を目指す～｜株式会社ミルボンのプレスリリース (prtimes.jp) 
 
＊3 IFSCC: The International Federation of Societies of Cosmetic Chemists 
国際化粧品技術者会連盟。1959年に設立された国際的な化粧品技術者会。81の国や地域が加盟し、16,000 名
以上の会員から構成されている。各国や地域の化粧品技術者が一堂に会して最新の研究成果を発表・討論する国際
学術大会を開催している。国際学術大会では、優秀な発表演題には賞が与えられる。 
 
＊4 毛包幹細胞 
毛包部の中ほどに存在している幹細胞の一種。毛母細胞等に分化する細胞。 
 
＊5 幹細胞 
多能性（あらゆる種類の細胞に変化する能力）と自己複製能（無限に増殖する能力）を持った細胞。 
 
＊6 器官培養 
取り出したヒト等の生体組織を、培養液を使用して体外で培養する方法。 
 
＊7 倫理審査委員会 
被験者の尊厳や人権を守るため、臨床研究が人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針に基づき適切
に計画・実行されるよう審議する委員会のこと。倫理指針は、世界医師会により作成・採択されたヘルシンキ宣言（人間
を対象とする医学研究の倫理的原則）に従う。 
 
＊8 インフォームド・コンセント 
実施される研究の目的・方法・リスク等について、被験者が研究実施者から十分な説明を受け、それらを理解した上で自
らの意思に基づいて研究の実施に同意すること。 
 
■リリースに関する、報道機関からのお問い合わせ先 

 
株式会社ミルボン 広報室 

  東京都中央区京橋 2-2-1 京橋エドグラン TEL 03-3517-3915    FAX 03-3273-3211 
 
大阪公立大学 広報課 

TEL 06-6605-3411  E-mail：koho-list@ml.omu.ac.jp 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000049.000028306.html
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